
就労・生活支援センター飛鳥晴山苑

東京都北区西ヶ原4-51-1

1　本年度の基本方針

　　

２　職員体制

令和８年度　事業計画

施設名

所在地

所　　管　　事　　業 定員 休業日

放課後等デイサービス 10 日曜日

　　令和8年度は東京都北区第7期障害福祉計画及び第3期北区障害児福祉計画の3年目を迎えます。

　ご利用者・ご家族の皆様が地域において、安心して生活を維持し、継続していけるよう地元自治体

　と連携を図りながら、以下の運営方針に従って事業を運営してまいります。

　　・ご利用者・ご家族の皆様に「飛鳥晴山苑があるから住み慣れた地域で安心して暮らしていける」

　　　と感じていただけるよう、地域生活支援拠点としての機能の充実を図り、24時間365日を見据

　　　えた支援を実施していきます。

　　・利用者本位のサービス提供を心がけ、様ざまな活動やイベントを通して達成感や満足感を味わ

　　　っていただけるよう支援を行っていきます。

　　・医療的ケアを必要とするご利用者に安心・安全なサービスを提供できるよう、受け入れ体制の

　　　充実に努めます。

　　また、ご利用者の多様な支援ニーズに適切に対応できるよう、多職種連携によるサービスの質の

　向上を目指した支援体制整備を図っていきます。

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

短期入所（地域生活支援拠点事業　2床含む） 14 無

相談支援事業（特定相談・障害児相談） ー 祝日と重なった土曜日/日曜日

事　業　名

生活介護 80 祝日と重なった土曜日/日曜日

就労継続支援B型 30 祝日と重なった土曜日/日曜日

自立訓練（機能訓練） 10 祝日と重なった土曜日/日曜日

全事業（放デイ除く） 管理者 １名

生活介護

サービス管理責任者 2名

生活支援員 21名

就労継続支援B型

サービス管理責任者 1名

職業指導員 1名

9名

看護師 1名 2名

医師 1名

生活支援員 7名

目標工賃達成指導員 1名

その他 1名 7名

作業療法士 1名 1名

看護師 1名

自立訓練

サービス管理責任者 1名(兼務)

生活支援員 1名

理学療法士 1名



３　事業名

全事業 144名（相談除く）

　【本事業のミッション】

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

令和8年度事業計画

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

短期入所 生活支援員

相談支援 相談支援専門員 2名

滝野川地域障害者

相談支援センター
相談支援専門員 2名

放課後等デイサービス

管理者 1名

児童発達支援管理責任者 1名

保育士・児童指導員・指導員 2名 2名

◆目標利用率

事業名 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7度見込 令和8年度目標

合　　計 41名 29名

定員

 　地域で生活する重度の障害者およびその家族のニーズを充足するために、通所サービスに加えて短期入所事

業や日中一時支援事業等を実施し、可能な限り24時間365日を見据えた支援体制の構築に取り組む。また、利

用者の高齢化や障害の重度化による多様なニーズに対応するため、多職種連携によるサービスの質の向上を目

指していく。

　稼働率アップを目標に随時、施設説明会を計画し、ご家族・学校自治体等への働きかけを充実させる。また

働きやすい職場環境作りに鋭意取り組み、人材育成・人材定着を図り、経営基盤の安定に向けて取り組んでい

く。

就労継続支援B型 60.0% 56.7% 47.0% 50.0% （平均17人/日）

生活介護 62.4% 59.5% 58.5% 62.5% （平均 50人/日）

短期入所 110.0% 99.7% 92.1% 100.0% （平均 14人/日）

自立訓練 24.8% 27.8% 31.0% 30.0% （平均   3人/日）

◆利用者支援サービスの充実

【生活介護】常時介護等が必要な利用者に対し、地域において安心して生活を維持、継続できるよう必要

　　な支援を行う。また、医療的ケアが必要な利用者についても更なる受け入れを可能にしていくため、

　　看護職員の体制を強化するとともに必要な整備を行う。

【就労継続支援B型】利用者に支払う工賃を向上させることを目標に、作業の拡大や生産活動の充実化を

　　図る。具体的には、①昼食デザート製造作業の実施、②高齢部門の食器洗い作業の実施、③事業所内

　　軽作業の請負、④野菜の水耕栽培・販売を中心に実行する。

　　また、パン工房作業、クッキーの製造販売、カフェ接客作業、公園清掃にも継続して取り組む。

【自立訓練】長期自宅療養や病院を退院した利用者に対し、地域生活への移行等を図るうえで必要な身体

　　機能の維持・回復や自立生活に向けたリハビリテーションを行う。

放課後等デイサービス 76.0% 72.5% 70.0% 72.0% （平均   7.2人/日）



【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

令和8年度事業計画

【短期入所】本人のニーズや家族の希望を考慮した上で、利用者の障害特性や心身の状況、好み等に応じ

　　た生活に必要な支援を行う。その中で、温かみやうるおいのある生活空間や居住環境の整備にも取り

　　組んでいく。また、重度障害者及び強度行動障害等の利用者特性に適切に対応するため、専門的な研

　　修への参加を推進し、支援の質の向上を図っていく。

　職場研修計画に基づき人材育成に取り組んでいく。また、職場内に設置している各委員会及び各作業部会に

おいて計画・立案・実施等協働作業を行い、組織強化及び人材育成に努めていく。引き続き、令和6年度に受審

した福祉サービス第三者評価における利用者調査結果を踏まえて、サービスの質の向上を図るとともに業務管

理体制を整備する。

◆財務基盤強化への取組

　令和8年度に臨時で行われる国の報酬改定を踏まえ、制度改正に適切に対応していき、自主的に収益を確保し

ていく。また、職員定着を図ることでサービスの質的な向上を目指し、利用者数の増加により収益を確保して

いく。

【相談支援】障害福祉サービス等を申請した障害児者について、サービス等利用計画の作成および支給決

　　定後のサービス等利用計画の見直し（モニタリング）を行う。また、解決すべき課題等を把握したう

　　えで必要な相談・支援を行うとともに、関係機関と密に連携し対象者の課題解決を図る。

【放課後等デイサービス】学校授業終了後や休校日に生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流

　　の促進等、多様なメニューを設け、個別支援計画書に基づいたサービスを提供する。

【滝野川地域障害者相談支援センター】相談支援業務、各種事業の申請受付、区分調査等を実施し、地域

　　の方々が安心して生活できるよう障害福祉事業窓口業務を行う。

◆コンプライアンス計画

　各種関連法令及び法人のコンプライアンス規程を基本に、職員の意識向上を目指した教育を定期的・継続的

に実施する。実施に当たっては、施設内に設置している「第三者評価及び虐待防止・倫理綱領委員会」を中心

に虐待防止及び身体拘束適正化に取り組むとともに、研修等を適宜実施し、法令遵守の徹底を図る。また、指

定基準や報酬算定の基準を遵守するよう、定期的な内部チェックの強化を図る。さらに、パワーハラスメント

等の実態把握を行い、研修等を適宜実施することで、働きやすい職場環境を整備する。

◆人材育成と職場環境の整備


